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設計者のためのEMC対策　書籍

第１章　電子機器とノイズ問題

１．電子機器と電磁環境

　１．１　電磁環境とは何か　１．２　ノイズの定義　１．３　ノイズと干渉　１．４　EMC とは

２．ノイズの分類と性質

　２．１　発生源による分類　２．２　時間的性質による分類　２．３　伝達経路による分類

３．ノイズと規格

　３．１　EMC 規格試験の目的　３．２　規格と規制の関係　３．３　規格書の読み方

　３．４　規格の分類と適用順序　３．５　規格の依存関係　３．６　EMC 規格試験の基本

第２章 ノイズ問題解決に必要な理論

１．理論と実際

　１．１　ノイズ問題の性質　１．２　シミュレーションと実験　１．３　ノイズと学問分野の関連

２．電気・電子回路

　２．１　交流の基礎知識　２．２　回路の諸法則・定理　２．３　交流回路理論

　２．４　様々な回路　　　　　２．５　意図しない回路

３．電気数学

　３．１　複素数演算　　３．２　三角関数　３．３ フーリエ変換　３．４　ベクトル解析

４．電磁気学

　４．１　電磁現象　４．２　マクスウェルの方程式　４．３　電磁波の諸現象

　４．４　伝送線路理論　４．５　アンテナ理論

第３章　EMC 規格試験の概要

１．エミッション規格

　１．１　雑音端子電圧 (CISPR 11:2015+A1 2016 ＋ A2:2019)

　１．２　雑音電界強度 (CISPR 11:2015+A1 2016 ＋ A2:2019)

　１．３　電源高調波 (IEC 61000-3-2:2018 ＋ A1:2020)

　１．４　フリッカ (IEC 61000-3-3:2013+A1:2017 ＋ A2:2021)

２．イミュニティ試験

　２．１　静電気放電 (IEC 61000-4-2:2008)

　２．２　放射イミュニティ ( 無線周波電磁界放射　IEC 61000-4-3:2020)

　２．３　ファーストトランジェント / バースト (IEC 61000-4-4:2012)

　２．４　雷サージ (IEC 61000-4-5:2014 ＋ A1:2017)

　２．５　伝導イミュニティ ( 無線周波電磁界伝導　IEC 61000-4-6:2013)

　２．６　電源周波数磁界 (IEC 61000-4-8:2009)

　２．７　電源電圧ディップ・瞬時停電 (IEC 61000-4-11:2020)

第４章　ノイズ問題解決の基礎

１．基本的な考え方

　１．１　ノイズも信号の一種　１．２　ノイズの 3 要素と結合形式

　１．３　ノイズ対策とコスト意識　１．４　経験が浅い場合

２．ノイズ設計

　２．１　ノイズ設計の考え方　２．２　ノイズ発生源の着眼点　　

　２．３　伝達経路の着眼点　　２．４　アンテナの着眼点　　２．５　グランド　　

　２．６　シールド

　

【目次】　※詳細は弊社HPをご確認ください。

☆ノイズの原因・必要な知識・関連規格・計測方法・対策手法の全てがこの一冊に

○執筆者　　倉西技術士事務所　所長　倉西英明　先生　

３．対策段階での考え方

　３．１　ノイズ問題が起きた時　

　３．２　問題の本質の掴み方　

　３．３　再現性の確保

　３．４　実解決力アップ

第５章　回路と基板のノイズ設計

１．プリント配線の基本

　１．１　基板とノイズ　　　１．２　伝送線路の実際　１．３　信号とリターン経路

　１．４　電源層・GND 層　１．５　層構成

２．回路設計の要点

　２．１　回路構成の設計　２．２　能動部品の選択　２．３　受動部品の選択

　２．４　アナ・デジ・パワー混在設計　２．５　ノイズ対策部品の選択

３．部品配置の要点

　３．１　電源系回路の配置　３．２　デジタル回路の配置　３．３　対策部品の配置

　３．４　アナ・デジ・パワー混在配置　３．５　発熱部品の配置

４．配線設計の要点

　４．１　基板上のリターン電流　４．２　電源周りの配線　４．３　高速信号の配線

　４．４　外部接続周りの配線　４．５　アナ・デジ・パワー混在配線

第６章　ケーブルと筐体のノイズ設計

１．ケーブルのノイズ設計

　１．１　ケーブルが要注意である理由　１．２　ケーブルの種類と選定

　１．３　コネクタの種類と選定　１．４　シールドケーブルの使い方

２．筐体のノイズ設計

　２．１　筐体の構造とグランド　２．２　筐体の構造とシールド　２．３　樹脂筐体の場合

第７章　ノイズ対策部品

１．磁性コア類

　１．１　磁性コア類の特徴　１．２　コアを用いたフィルタの構成　１．３　効果的な使い方

２．フィルタ類

　２．１　EMC 用途のフィルタ　２．２　電源ラインフィルタ　２．３　信号用フィルタ

　２．４　ESD 保護素子　　　　　２．５　サージ保護素子

３．グランド・シールド部材

　３．１　ガスケット類　３．２　フィンガー類　３．３　クランプ類　３．４　アース線

　３．５　チューブ類　　３．６　導電窓

４．電磁波吸収体

　４．１　電磁波吸収シート　４．２　防磁シート　４．３　導電塗装

第８章　ノイズ計測

１．単位系

　１．１　デシベル　１．２　電圧・電流・電力　１．３　電界強度・磁界強度

　１．４　dB 表記での注意点

２．各種測定

　２．１　波形測定　　２．２　スペクトル測定　２．３　電波暗室とレシーバ
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